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千葉県のボーイスカウト運動にご支援いただいている企業・団体様のご紹介

ボーイスカウト千葉県連盟維持会員企業・法人様

ボーイスカウト日本連盟維持会員企業・法人様

ご支援有難うございます。
今後ともよろしくお願い致します。
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応援しています。
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SCOUT CHIBA
令和４年度にボーイスカウト日本連盟・ボーイスカウト千葉県連盟維持財団を通じ千葉県のボーイスカウト運動に財政面からご支援を頂いております
企業・団体の方々のうち、掲載をご承諾いただいた企業・団体の方にかぎり、ここに掲載させて頂きました。

代表取締役  根本　拓也
https;//www.nemoto-kikaku.com/



　私たち日本派遣団第６隊は８月１日から１２日にかけて韓国の
セマングムにて行われた第２５回世界スカウトジャンボリーに参
加してまいりました。まず７月２９日から３１日の間は代々木（国立
オリンピック記念青少年総合センター）にて会場のステージで発
表するヲタ芸などの事前準備をしました。関東近辺の派遣団が
一堂に会し会場入りする前からボーイスカウト活動の広がりを感
じることができました。
　会場では新型コロナウイルスやインフルエンザの患者が出た
りしましたが外国隊と沢山交流できました。途中台風のため避難
などもありましたが、それも含めていい思い出となったと思いま
す。ジャンボリーに送り出してくれた親を始めとした人たちに感
謝しながらこの経験を生かしてこれからのボーイスカウト活動に
精進していきたいと思います。

おおとね地区 印西第1団 ベンチャー隊｜品川　唯人
一生に一度の思い出

　私は、今回の世界スカウトジャンボリーに参加するにあたって、
世界の人々と交流したいと思っていました。そのために日本に興
味を持ってもらおうと思い、仲間と一緒に日本の袴や柔道着、学
ランを着て他国のサイトを回りました。そこで他国の食事やスポ
ーツなどを体験させてもらいました。
　また、今回の世界スカウトジャンボリーで学んだことがあり
ます。
　１つ目は、自分の英語を話す力がなくても身振り手振り等を使
い、相手に一生懸命伝えようとすれば自分の考えが伝わるとい
うことでした。
　２つ目は、海外の人々はちゃんと自分の考えを相手に直接伝え
るということでした。日本人よりちゃんと自分の意見を貫き通す
人々が多かったです。
　３つ目は、具合が悪くなった人がいたらどこの国の人でもすぐ
に駆け付け助けてくれる優しさを感じることが出来ました。

うみかぜ地区 千葉第１団 ベンチャー隊｜清水　岳人
世界の人々との交流

　大会に臨むにあたって、父が第１７回世界ジャンボリーで同じ韓国に行っ
ていたので特別な思いで参加しました。
　過酷な環境と言われていましたが、私自身は全くそれを感じず楽しく健
康に活動しました。日々のスカウト活動で得た経験のおかげだと思います。
　大会前半では、暑さで場内プログラムが中止になりましたが多くのスカ
ウトと交流をし、世界中の人と友好を深めました。今現在も世界の友達とＳ
ＮＳで連絡を取り合っています。
　後半では、台風の影響で山奥の寺に寝泊まりし隔離されましたが（笑）
自隊の仲間と楽しく過ごしました。
　この大会を通して、ここには書ききれないほどの多くの思い出を作りま
した。このような経験ができたのは、国を挙げて受け入れてくれた韓国の
方々をはじめ日本の関係者の皆様、リーダー、両親、最高の仲間のおかげ
です。
　ジャンボリーで作ったつながりを今後のスカウト活動に活かしていきます。
　Ｓｅｅ ｙｏｕ ａｇａｉｎ ｉｎ Ｐｏｌａｎｄ‼

おおとね地区 佐倉第２団 ベンチャー隊｜田中　寿紀

文字数制限がきつい．．．
書ききれないほどの思い出

　私は、今年の夏に韓国のセマングムにて１２日間開催された
第２５回世界スカウトジャンボリーに参加して、今までの自分で
は見えていなかったモノをたくさん見つけてきました。
　卵等の食品や飲料水等が安心安全に手に入れられること、
トイレやシャワー等の普段から使う場所がいつも綺麗であるこ
と、住む場所や泊まれる場所があること、そんな今まで普通だ
と思っていたことが、実はとても有難いことであることを今回
参加して、しっかり気づくことができました。また初めて様々な
国の人たちと共に過ごし関わり合ったことで、自分とは言語や
常識が全く違う人たちでも、長い時間を掛けて共に過ごすこと
で、そんなものに関係なく皆が友達以上の繋がりを持てるとい
うことを知ることができました。
　今回の世界スカウトジャンボリーで最終的に私は、自分の中
で新たに生まれた「セカイ」、すなわちこの大会の中で自分自身
を成長させる新たな「価値観」を掴み取ることができました。こ
の「価値観」は今後の自分の人生で必ず「追い風」となる大きな
変化を起こしてくれると信じています。この１２日間は今になっ
ては、私にとって最高の「経験値」でした。

うみかぜ地区 東金第１団 ベンチャー隊｜榊原　大樹
見えた新たな「セカイ」
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第25回
世界スカウトジャンボリー
２０２３年８月１日かから１２日まで韓国・全羅北道セマングムで第２５回
世界スカウトジャンボリーが開催されました。千葉県連盟からはスカウト・
指導者５１人が派遣隊として参加し、国際サービスチーム員として３人が
奉仕しました。

写真提供：ボーイスカウト日本連盟
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　私は今回、第２５回世界スカウトジャンボリーに参加して、多く
の貴重な経験をさせていただきました。その中でも特に心にの
こっているのは世界中から集まったスカウトの仲間たちに出会
えた時のことです。開会式に集まった各国からの参加スカウトを
見た際、「世界にはこんなに多くの仲間がいるんだ」ととても感
動したのを覚えています。隣の国から地球の裏側の国まで、普
段はバラバラの場所で全く違う言語や文化を持って生活してい
る人々が「仲間」として、一斉に集まる場に参加できたのは、ボー
イスカウトならではの本当に貴重な経験だと思います。
　今回の大会は様々なことが重なり「史上最悪のジャンボリー」
とまで言われてしまいましたが、参加したスカウトにとっては、か
けがえのない一生の思い出になったという事を、これを読んで
くださった皆様には知っていただけたら嬉しいです。

うみかぜ地区 千葉第１８団 ベンチャー隊｜雨宮　茜
最高の世界ジャンボリー
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　我が日本派遣団第２隊は、千葉県１１人・埼玉県１１人・栃木県８人・神奈川県５人・
新潟県１人のスカウトと他県リーダーとの混成隊でした。
　初めは、自分の県で参加したかった・・・などと嘆いていたスカウトもいましたが、
ボーイスカウト魂で、すぐに溶け込むことが出来、日本を超える前にすでに、地区・
県連盟を超えて交流を図ることが出来ました。
　本会場である日の午後、強風でゲートが傾いて来ました。サイトに残っていたの
は少人数で、その傾きを立て直すことは困難でしたが、隣接の他国のスカウト達が
率先して立て直してくれた事など、忘れがたい出来事です。
　今回は、酷暑であり、環境や台風による退避など、今までに無いジャンボリーでし
たが、グリーンバー達が誘導しながら、体調不良のスカウトを気遣う事が出来たり、
時には意見のぶつかり合いもありましたが、常に笑顔を絶やさずに頑張る事が出
来た事は、これから遭遇するかもしれない、大変な場面でも、乗り越えられる強い力
を身に付けた事と感じています。
　最後になりましたが、このジャンボリーに向けて、支援してくださった保護者の皆
さま、各隊・団・県連盟の各関係の全ての皆さまに、感謝申し上げます。

うみかぜ地区 市原第５団 ベンチャー隊長｜石垣　千草
『これが私たちのジャンボリー』

　私は国際サービスチーム員として第２５回世界スカウトジャン
ボリーで医療部門の日英通訳者をしました。患者に安心しても
らったり、先生や看護師の説明を円滑かつ正確に通訳できるよ
う常に考えて奉仕していました。多国籍の医療従事者が集まり
非日常な環境でしたが、母国語は違えど共に意思疎通を図り
合って患者のために働いている姿は自分の憧れの存在になり
ました。国を超えて仲間ができる機会を頂けた事は先の人生で
役立つ場面が出てくると思います。
　仲間と四苦八苦し助け合いながら生活した事で絆ができ、
海外の友達とは今でも連絡を取り合ったり日本人とは会ったり
しています。将来はこの経験を活かして興味のある医学分野で
頑張っていきたいです。

かわかぜ地区 流山第３団 ローバー隊｜村岡　光

この経験を活かして・・・
国を超えて仲間ができ

　第２５回世界スカウトジャンボリーにＩＳＴとして参加しました。
私が担当した仕事では、日本派遣団のキャンプサイトでなく、参
加隊のキャンプサイトで生活することになっていました。つまり
まわりに日本人はいません。今までのスカウト活動で培ってきた
積極性を生かして初めて会った海外の仲間と協働できたよう
に思います。
　今大会は決して楽しいことだけではなく困難のあるものでし
た。熱中症や感染症の危機、台風による移動など想定外のこと
が起きました。そんな時に、ただ困難を困難として捉えていては
もったいないと私は思います。この困難をいかに面白がれるか
が充実した経験となるかどうかの鍵を握っています。自分の置
かれた状況を面白がって、どう乗り越えるか考えることが楽し
さを感じ取るコツだと学ぶことのできた大会となりました。

うみかぜ地区 千葉第１団 ローバー隊｜村上　のの子
困難を楽しむこと

　世界スカウトジャンボリーへの参加、それ自体が目的なので
はありません。
　本大会への参加、その準備期間も含め４０人の仲間で楽しみ
ながら力を合わせ、時には熱い思いをぶつけあい、苦しい状況
を助け合いながら乗り越える体験を通じて、これまで磨いてき
たスカウト技能やその精神を発揮する、またとない機会を得るこ
とができました。
　さらに、日本を飛び出して世界中のスカウト仲間と触れ合う
ことで、スカウト運動が世界平和に貢献し得る可能性やその意
義を肌で感じ、スカウトであるという共通項を持ち合うだけで誰
とでもすぐに仲良しになれることを体験できたものと思います。
　このような経験を共有した仲間たちは、本大会終了後も苦楽
をともにした「戦友」としていつまでも変わることのない友情を
交わし続け、ちからを合わせ本運動のすばらしさを彼らの後輩
に、その熱い思いを伝えてくれるものと確信しています。

なぎさ地区 鎌ケ谷第１団 ベンチャー隊長｜間中　健治
素晴らしきかなジャンボリー

　私は約４０の参加隊が生活するＳｕｂ Ｃａｍｐで、サイト管理や
相談事への対応などを行う、Ｓｕｂ　Ｃａｍｐ　Ｏｆｆｉｃｅに配属され
ました。様々な言語・文化が入り混じる中で、他国の国際サービ
スチーム員（IST）と協働する日々は本当に刺激的でした。特に
驚いたのは、同年代のＩＳＴ達が複数の言語や自身のスキルを駆
使して活躍していたことです。自分
も、拙い英語ではありましたが、世界
のスカウトのため共に活動できる喜
びを感じながら、できることに取り組
んでいました。また、毎日がハプニン
グの連続で大変なことも多々あるな
か、仲間の温かさが本当に救いでし
た。楽しさ、辛さ、感じたこと全てが
かけがえのないものです。支えてく
ださった皆様、今回出会えた全ての
仲間に心から感謝致します。

うみかぜ地区 千葉第１８団 ローバー隊｜土田　明日香
Ｓｕｂ Ｃａｍｐの仲間
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ボーイスカウト魂で、すぐに溶け込むことが出来、日本を超える前にすでに、地区・
県連盟を超えて交流を図ることが出来ました。
　本会場である日の午後、強風でゲートが傾いて来ました。サイトに残っていたの
は少人数で、その傾きを立て直すことは困難でしたが、隣接の他国のスカウト達が
率先して立て直してくれた事など、忘れがたい出来事です。
　今回は、酷暑であり、環境や台風による退避など、今までに無いジャンボリーでし
たが、グリーンバー達が誘導しながら、体調不良のスカウトを気遣う事が出来たり、
時には意見のぶつかり合いもありましたが、常に笑顔を絶やさずに頑張る事が出
来た事は、これから遭遇するかもしれない、大変な場面でも、乗り越えられる強い力
を身に付けた事と感じています。
　最後になりましたが、このジャンボリーに向けて、支援してくださった保護者の皆
さま、各隊・団・県連盟の各関係の全ての皆さまに、感謝申し上げます。

うみかぜ地区 市原第５団 ベンチャー隊長｜石垣　千草
『これが私たちのジャンボリー』

　私は国際サービスチーム員として第２５回世界スカウトジャン
ボリーで医療部門の日英通訳者をしました。患者に安心しても
らったり、先生や看護師の説明を円滑かつ正確に通訳できるよ
う常に考えて奉仕していました。多国籍の医療従事者が集まり
非日常な環境でしたが、母国語は違えど共に意思疎通を図り
合って患者のために働いている姿は自分の憧れの存在になり
ました。国を超えて仲間ができる機会を頂けた事は先の人生で
役立つ場面が出てくると思います。
　仲間と四苦八苦し助け合いながら生活した事で絆ができ、
海外の友達とは今でも連絡を取り合ったり日本人とは会ったり
しています。将来はこの経験を活かして興味のある医学分野で
頑張っていきたいです。

かわかぜ地区 流山第３団 ローバー隊｜村岡　光

この経験を活かして・・・
国を超えて仲間ができ

　第２５回世界スカウトジャンボリーにＩＳＴとして参加しました。
私が担当した仕事では、日本派遣団のキャンプサイトでなく、参
加隊のキャンプサイトで生活することになっていました。つまり
まわりに日本人はいません。今までのスカウト活動で培ってきた
積極性を生かして初めて会った海外の仲間と協働できたよう
に思います。
　今大会は決して楽しいことだけではなく困難のあるものでし
た。熱中症や感染症の危機、台風による移動など想定外のこと
が起きました。そんな時に、ただ困難を困難として捉えていては
もったいないと私は思います。この困難をいかに面白がれるか
が充実した経験となるかどうかの鍵を握っています。自分の置
かれた状況を面白がって、どう乗り越えるか考えることが楽し
さを感じ取るコツだと学ぶことのできた大会となりました。

うみかぜ地区 千葉第１団 ローバー隊｜村上　のの子
困難を楽しむこと

　世界スカウトジャンボリーへの参加、それ自体が目的なので
はありません。
　本大会への参加、その準備期間も含め４０人の仲間で楽しみ
ながら力を合わせ、時には熱い思いをぶつけあい、苦しい状況
を助け合いながら乗り越える体験を通じて、これまで磨いてき
たスカウト技能やその精神を発揮する、またとない機会を得るこ
とができました。
　さらに、日本を飛び出して世界中のスカウト仲間と触れ合う
ことで、スカウト運動が世界平和に貢献し得る可能性やその意
義を肌で感じ、スカウトであるという共通項を持ち合うだけで誰
とでもすぐに仲良しになれることを体験できたものと思います。
　このような経験を共有した仲間たちは、本大会終了後も苦楽
をともにした「戦友」としていつまでも変わることのない友情を
交わし続け、ちからを合わせ本運動のすばらしさを彼らの後輩
に、その熱い思いを伝えてくれるものと確信しています。

なぎさ地区 鎌ケ谷第１団 ベンチャー隊長｜間中　健治
素晴らしきかなジャンボリー

　私は約４０の参加隊が生活するＳｕｂ Ｃａｍｐで、サイト管理や
相談事への対応などを行う、Ｓｕｂ　Ｃａｍｐ　Ｏｆｆｉｃｅに配属され
ました。様々な言語・文化が入り混じる中で、他国の国際サービ
スチーム員（IST）と協働する日々は本当に刺激的でした。特に
驚いたのは、同年代のＩＳＴ達が複数の言語や自身のスキルを駆
使して活躍していたことです。自分
も、拙い英語ではありましたが、世界
のスカウトのため共に活動できる喜
びを感じながら、できることに取り組
んでいました。また、毎日がハプニン
グの連続で大変なことも多々あるな
か、仲間の温かさが本当に救いでし
た。楽しさ、辛さ、感じたこと全てが
かけがえのないものです。支えてく
ださった皆様、今回出会えた全ての
仲間に心から感謝致します。

うみかぜ地区 千葉第１８団 ローバー隊｜土田　明日香
Ｓｕｂ Ｃａｍｐの仲間



スカウトちば

「スカウトちば」は、日本ボーイスカウト千葉県連盟の広報誌です。
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千葉県のボーイスカウト運動にご支援いただいている企業・団体様のご紹介
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ご支援有難うございます。
今後ともよろしくお願い致します。
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ボーイスカウト運動を
応援しています。

〒260-8720
千葉市中央区千葉港1-2
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SCOUT CHIBA
令和４年度にボーイスカウト日本連盟・ボーイスカウト千葉県連盟維持財団を通じ千葉県のボーイスカウト運動に財政面からご支援を頂いております
企業・団体の方々のうち、掲載をご承諾いただいた企業・団体の方にかぎり、ここに掲載させて頂きました。
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